
六
月
十
四
日
（
土

、
本
校
の
二
・
三
年
生
を
対

）

象
に
大
学
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
等

で
の
講
義
や
研
究
の
内
容
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と

で
、
進
路
実
現
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
意
識
を
強

化
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
合
計
九
大
学
か
ら
二
十

人
の
先
生
方
を
お
呼
び
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分

野
を
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
土
曜
活
用
学
習
で
あ
る
三
星
道
場
（
年

間
十
三
回
実
施
）
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
各
講

座
で
生
徒
た
ち
は
、
学
部
や
学
科
の
説
明
、
講
義
、

質
疑
応
答
を
含
め
て
約
九
十
分
間
み
っ
ち
り
と
学

び
、
ま
た
、
大
学
で
の
講
義
を
実
体
験
し
て
、
進
路

意
識
を
さ
ら
に
高
め
ま
し
た
。
一
年
生
に
は
十
一
月

に
実
施
予
定
で
す
。

○
参
加
大
学

東
京
大
学
、
九
州
大
学
、
長
崎
大
学

熊
本
大
学
、
宮
崎
大
学
、
鹿
児
島
大
学

宮
崎
県
立
看
護
大
学
、
志
學
館
大
学

鹿
児
島
国
際
大
学

○
講
義
テ
ー
マ

「
天
の
川
銀
河
を
探
る
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
文
明
の
行
く
末
と
日
本
の
針
路
」

「
薬
学
部
で
何
を
学
び
、
何
を
目
指
す
か
」

「
国
土
と
暮
ら
し
を
創
造
す
る
社
会
環
境
工
学
」

「
高
校
生
の
た
め
の
社
会
学
入
門
」

「
消
化
管
の
解
剖
学
」

「
バ
イ
オ
燃
料
の
現
状
と
課
題
」

「
食
料
・
環
境
問
題
と
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

「

」

English
and

Japanese
culture

「
国
際
社
会
と
法
」

「
論
理
の
話
」

「
絶
滅
し
た
マ
ン
モ
ス
復
活
の
可
能
性
」

「
鹿
児
島
の
海
」

「
物
理
学
に
よ
る
生
命
現
象
解
明
ア
プ
ロ
ー
チ
」

「
音
響
学
を
も
と
に
し
た
楽
器
の
物
理
学
」

「
日
本
の
貿
易
」

「
成
長
・
発
達
の
条
件
」

「
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
」

「
必
要
な
音
と
そ
う
で
な
い
音
と
は
」

「
家
庭
に
出
向
く
看
護
と
は
」

六
月
十
六
日
（
月
）
～
二
十
日
（
金
）
は
教
育
相

談
週
間
で
し
た
。
学
習
や
進
路
・
高
校
生
活
等
さ
ま

ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
、
先
生
方
と
語
り
合
っ
て
い

ま
し
た
。

鹿
屋
高
校
で
は
、
生
徒
の
悩
み
や
相
談
事
の
解
決

に
最
大
限
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
面
談
活

動
や
教
育
相
談
週
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昼
食
時

間
や
放
課
後
等
を
利
用
し
た
個
別
相
談
に
も
、
応
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
的
に
相
談
し
た
い
場
合
、
依
頼
に
応

。

、

じ
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

具
体
的
に
は

保
健
室
前
の
相
談
依
頼
箱
に
依
頼
用
紙
を
入
れ
る
こ

と
で
教
育
相
談
係
が
対
応
し
ま
す
。
そ
の
際
、
相
談

し
た
い
先
生
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

［
相
談
依
頼
の
留
意
点
］

１

教
育
相
談
係
と
相
談
相
手
の
先
生
以
外
に
は

知
ら
せ
ず
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

２

可
能
な
限
り
早
急
に
手
配
し
ま
す
の
で
、
連

絡
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

３

匿
名
の
依
頼
や
相
談
内
容
に
該
当
し
な
い
場

合
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
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第２７号
平成２０年

７月１４日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

七
・八
月
の
主
な
行
事

七
月

一
二
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試

（
全
学
年
）

一
三
日
（
日
）
進
研
記
述
模
試
（
三
年
）

一
四
日
（
月
）

単
車
実
技
講
習
会（

二
年
）

一
八
日
（
金
）
終
業
式

(

木
曜
４
～
６
限
授
業)

二
〇
日

(

日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

二
二
日
（
火
）
夏
期
課
外
前
期

（
一･

二
年

［
～
三
一
日
］

）

（
三
年

［
～
八
月
一
日
］

）

三
〇
日
（
水
）
学
校
保
健
委
員
会

八
月二

日
（
土
）
代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試

（
三
年

［
～
三
日
］

）

四
日
（
月
）
中
学
生
体
験
入
学

九
日
（
土
）
三
星
会
総
会

〃

昭
六
二
卒
同
窓
会

一
〇
日
（
日
）
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

（
火
）
夏
期
課
外
後
期

一
九
日

（
一･

二
年

［
～
二
七
日
］

）

（
三
年

［
～
二
八
日
］

）

二
三
日
（
土
）
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

（
一･

二
年
希
望
者
）

〃

九
大
プ
レ
模
試

（
三
年
希
望
者
）

九
月一

日
（
月
）
始
業
式

〃

実
力
考
査
［
～
二
日
］

※

詳
細
は
学
校
・
担
任
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

三
星
道
場
で
の
大
学
出
前
授
業

学
問
研
究
に
触
れ
る

悩
み
は
語
り
合
う
こ
と
で

地区ＰＴＡが開催されます
７月以降，１９地区の地区ＰＴＡが

開催されます。詳細は各地区評議員か
ら連絡文書が配布されます。

８日現在の開催予定は次のとおり。
１２日（土）串良･細山田
１５日（火）東串良
１９日（土）曽於
２２日（火）第一鹿屋
２３日（水）高須，鹿屋
２４日（木）佐多

（ ） ， ， ，２５日 金 鹿屋東 花岡 大姶良
田崎 高山 吾平 大根占, , ,
高隈･輝北

２６日（土）内之浦
２９日（火）根占
３１日（木）垂水

外国人教師による出前授業



水
泳
部
は
、
県
高
校
総
体
水
泳
競
技
大
会
に

お
い
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
七
月
十
九
日
～

二
十
一
日
の
全
九
州
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
出
場
種
目
及
び
選
手
は
次
の
と

お
り
で
す
。
○
数
字
は
学
年
。

○
男
子

二
百
ｍ
・
百
ｍ
背
泳

中
村
数
馬
②

四
百
ｍ
・
二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

内
村
駿
佑
②

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

中
村
②

切
通
②

鰺
坂
②

上
名
主
②

四
百
ｍ
リ
レ
ー
・
八
百
ｍ
リ
レ
ー

上
名
主
②

門
谷
②

湯
ノ
口
③

鰺
坂
②

○
女
子

二
百
ｍ
背
泳
・
百
ｍ
背
泳

瀬
田
川
愛
美
①

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

瀬
田
川
①

大
野
①

吉
田
②

大
山
①

四
百
ｍ
リ
レ
ー

藤
原
①

市
来
②

吉
田
②

大
山
①

六
月
五
日
（
木
）
の
生
徒
総

会
で
は
、
生
徒
の
身
近
な
諸
問

題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

十
九
日
（
木
）
に
は
、
生
徒

会
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
・
二
年
生
か
ら
二
十
三

人
の
立
候
補
者
が
出
て
、
生
徒

会
活
動
へ
の
熱
意
を
訴
え
ま
し

た
。
投
票
（
一
部
信
任
投
票
を

含
む

）
の
結
果
、
左
欄
の
と

。

お
り
新
生
徒
会
執
行
部
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
全
員
か
ら

の
協
力
を
得
て
、
今
後
の
活
発

な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

夏
期
前
期
・
後
期
課
外
と
学
習
合
宿
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
夏
を
乗
り
切
っ
た
者
に
、
必
ず
そ
の
結
果
が

よ
い
形
で
現
れ
ま
す
。

（

）

（

）

前
期
課
外

七
月
二
二
日

月

～
三
一
日

木

［
三
年
は
八
月
一
日
（
金
）
ま
で
］

（

）

（

）

後
期
課
外

八
月
一
九
日

火

～
二
七
日

水

［
三
年
は
八
月
二
八
日
（
木
）
ま
で
］

。

、

学
習
合
宿

二
・
三
年
生
で
実
施
予
定

詳
細
は

学
級
担
任
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

「

」

毎
月
発
行
す
る
こ
の

三
星
の
風

は
、
鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/
K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で

き
ま
す
。

夏
に
鍛
え
る
！
！

水
泳
部

全
九
州
大
会
出
場

７／７～８1学期クラスマッチ成績

総合成績 優 勝 ２年８組

準優勝 ３年３組

３ 位 ３年５組・２年３組

各競技の優勝チーム 男 女

バレーボール ２－１ ３－３

バスケットボール ２－８ ３－５

サッカー ３－６ ２－８

ソフトボール １－５ ３－２

卓 球 １－４ ２－３

２０年度前期

生徒会役員一覧

会 長 松元 正太 (２年)

副会長 内村 駿佑 (２年)

書 記 中鶴 真司 (２年)

会 計 大田 優華 (１年)

〃 田中 勝也 (１年)

文 化 久木崎芹奈 (２年)

〃 原 祐貴 (２年)

厚 生 田中 諒 (１年)

〃 山中 駿哉 (１年)

風 紀 上原 晋 (２年)

〃 川枝 美和 (１年)

図 書 佐々木沢弥 (２年)

〃 四元 雄介 (２年)

保 健 廣田 綾香 (２年)

〃 佐々木博道 (２年)

交 通 黒瀬 皇基 (２年)

〃 峯元 翔太 (２年)

体 育 岩坪光太郎 (２年)

〃 坂口 愛 (２年)

各委員会は上段が委員長，下段

が副委員長。

うれしいニュース･最新版
６／２０

陸上部の全国大会出場

本校陸上部が，県総体・南九州大会

において，上位入賞を果たし，埼玉県

で開催される全国総体（インターハイ）

に出場します。今後の活躍が期待され

ます。

男子走高跳 木下 隼輔（３年）

女子走幅跳 図子あまね（２年）

三星の風 第27号平成20年7月14日

主体的な活動を目指して

新生徒会執行部がスタート

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
よ
う
！

単
車
・
自
転
車
は
便
利
な
交
通
手
段
で
す

が
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

一
時
停
止
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
動
車

等
に
は
十
二
分
に
気
を
つ
け
て
、
ま
た
、
お

年
寄
り
や
小
中
学
生
等
に
配
慮
し
て
通
行
し

ま
し
ょ
う
。
二
人
乗
り
や
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
着

用
運
転
は
絶
対
禁
止
で
す
。

防
災
避
難
訓
練(

地
震)

を
実
施

七
月
一
日
（
火
）
午
後
、
地
震
発
生
時
の

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
避
難
の
際
に

は
、
避
難
速
度
と
と
も
に
、
落
下
物
か
ら
頭

部
を
守
る
こ
と
、
必
ず
靴
を
履
く
こ
と
等
が

重
要
で
あ
る
と
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

正門前の横断幕がリニューアル。


